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序

　昭和58年度に開催される「あかぎ国体」にむけて、県内各地でそ

の準備がすすめられています。

　ここで報告します鶴谷遺跡群が所在する地域も、テニス会場が予

定され、テニスコートをはじめとする各種スポーツ施設を併設した

前橋総合運動公園として造成されることになり、文化財保護の立場

から、第一次調査を実施いたしました。

　調査の結果は、古墳時代から平安時代にかけての竪穴住居を中心

とした先人の生活の跡が発見され、私たちの祖先の生活や生産の歴
’
史
を 知る上で貴重な資料を得ることができました。ここに、その成

果の一端を報告します。

　この調査を実施するにあたり、終始ご協力いただいた都市計画部

公園緑地課の方々及び酷暑の中で直接調査に携わっていただいた作

業員の方々に対して厚くお礼を申し上げます。

　本調査報告書が地域の歴史解明の一助として活用されれば幸甚で

あります。

昭和56年3月31日

前橋市教育委員会

教育長金井博之



例 目

1．本報告書は、前橋市荒口町に所在する鶴谷遺跡群の昭和55年度

　　発掘調査の概要である。

　　調査主体者は、前橋市教育委員会である。

　　発掘調査の要項

　　　調査場所　 前橋市荒口町下鶴谷1465番地以下5筆他169筆

　　　調査期間　　昭和55年7月1日～昭和56年1月10日

　　　発掘担当者　　松本浩一、福田紀雄、木部日出雄、池田茂則

　　　　　　　　　　田口正美

4．報告書の作成は、調査にあたった担当者の共同討議に基づいて

　　分担執筆したものである。・

　　報告書の中で用いる方位Nは、磁北を示す。

　　報告書の中で用いる遺構の記号は、H一土師器を伴出する竪穴，

　　住居跡、P一ピット、J　P一縄文時代のピットである。

7．本発掘調査における出土遺物は、一括して前橋市教育委員会で

　　整理保管している。

8．なお、本発掘調査にあたっては、．大勢の発掘作業員、整理員の

　　協力をいただいた。
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1　発掘調査に至る経過

、前橋総合運動公園事業に伴う埋蔵文化財について、前橋市教育委員会と公園緑地課との事前の調

整1協議の経過及び結果の概要については、下記のとおりである。

　昭和54年10月’

　県文化財保護課の行政指導として、埋蔵文化財について、前橋市教育委貝会が主体となり、調

　査対象とするよう指導を受ける。

　昭和54年10月

　前橋総合運動公園事業予定地全域（22．3ha）に対して、遺構・遺物の散布状況および地層調査

　を行う。

　昭和55年1月

　教育委員会と公園緑地課との協議により文化庁へ補助金申請をし、発掘調査をすることになら

　たQ．

　昭和55年6月

　教育委員会社会教育課より公園緑地課へ「調査の円滑なる推進のための協力依頼」を行った。

IL発掘調査の経過

　昭和55年7月1日～昭和56年1月10日

　対象地域内の遺跡の範囲確認調査と一部区域の発掘調査を実施した。

（1）運動公園事業55年度造成予定地（テニス・コート及び進入道路部分）に対して、2m×16mトレ

　ンチを20m間隔で入れる。その結果、遺跡の分布範囲・性格等についての概要を確認できた。

（2）（1）のトレンチ調査によって遺構が確認された地域（約1．2ha）について発掘調査を実施した。

（3）運動公園事業56年度以降造成予定地全域に対して、トレンチ方式による試掘調査を行い、遺跡

　の分布範囲㌧性格等についての概要を確認できた。

III遺跡の位置と環境

　鶴谷遺跡群は、前橋市荒口町に所在する。遺跡は赤城山南麓の末端にあたり、東西を荒砥川と西

神沢川に挾まれた台地上にある。遺跡地のほぼ中央を100mの等高線が東西に走る山麓末端の台地

である炉、遺構は台地頂上部にはほとんどなく、東及び南側斜面に集中する傾向がある。赤城山南

麓には、大小さま・ざまな、ため池が数多く存在するが、鶴谷沼は、本遺跡地に西隣し、近くには、

今井沼、北原沼、荒子沼等比較的大きな、ため池がみえる。

　本遺跡地の所在する城南地区は以前から縄文土器・土師器・須恵器および古墳の一大散布地とし

て周知されている。本遺跡の表面採集においても、発掘予定地からは、縄文時代前期の土器片をは

じめ、古墳時代から奈良・平安時代に至るまでの土器片が多く確認された。また遺跡地南端水田地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あずまみち域には、地割として帯状に「女堀」が残り、更に南約500mのところを東西に走る小径は「東道」

と言われ、古代の道「東即道」と推定されている。周辺の遺跡としては、新屋で石田川式土器を伴

う住居跡の発掘調査が行われているのをはじめとして、前田、諏訪西、富田、荒子小学校校庭等の

各遺跡地で土師器および須恵器伴出の住居跡が調査されている。

　以上のように本遺跡地付近は、古代より集落が営まれていたことが部分的には、明らかにされている。
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W、発掘調査の経過と概要

　　1．範囲確認調査

　　（1）表面採集調査
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　　　調査該当地は、赤城山麓南端の緩傾斜地

　　に位置し、南部分では水田が広範囲に広が

　　り、傾斜地との境において、2m前後の比

　　高差を示す。特に、この水田に連なる低地

　　は隣接西側地域、調査区中央東寄り、およ

　　び隣接東側地域に深く入りこんでおり、複

　　雑な様相を呈している。したがって、マッ99

　　ピングによる遺物散布状況もこれに対応し

　　た形でとられられる。

　　　表面採集の結果は、大きく3種類に分け

　　て図示した。すなわち、遺物がわずかに見

　　られる地区を少量散布地として扱い、多量

　　になるに応じて濃密散布地、高濃密散布地

　　と分類した。　（挿図2）

　　　これによれば、前記の如く、谷をはさん

　　だ西側、および東側台地に遺物の多量散布

　　地を認めることができる。特に、東側台地

　　では一面が高濃密散布地、あるいは濃密散

　　布地であり、広範囲にわたっての遺構の存

　　在が予測された。また、西側台地先端部分

　　にも高濃密散布地がかなり広い範囲で認め

　　られており、ここにも遺構の存在が予測さ

　　れた。

　　　なお、表面採集された遺物は土師器を中

　　心としており、それらに混じってわずかに

　　須恵器、縄文土器の各破片が認められた。

100m

挿図2　そッセング状況図（単位：m）
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（2）試掘調査

本調査に先立って、トレンチによる試掘を行った。表面採集結果に基づいて、遺構の確認を、目

的としたものである。調査の結果、東側、および西側台地の南端部分において、遺構の存在（竪穴

住居跡を主とする）が確認された。谷をはさんで両者が並列するような様相を呈する。その内でも

特に、西側台地での遺構確認はかなりの数にのぼり、多数の遺構の存在が予測された。
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2．遺構調査の概要

（1）地　　層

1

，II

覇：：：：：：：＝：：＝：：：i：ンン：：：：

iiiiiiiiiii…i…………………iiiiiiiiii

iiiiiiiiiiIViiii≡iiiii

iiiiiiiiii：覇：i：iiiii：i：i：

ii義iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

V

　VI

勿

1層　　表土（耕作土）。

II層　　B軽石混りの砂質黒色土層。天仁元年（1108年）あるいは弘安四年（1281年）

　　　降下と推定されるB軽石を主とする。部分的には紫灰が確認されており、

　　　特に調査地中央に入りこむ低地では、純層も見られる。

lII層　　黒褐色土。ニッ岳系軽石（六世紀代に降下したと推定される、以下Fと略す）

　　　　とC軽石（浅間山軽石・4世紀頃の噴出と推定される）を含む。

lV層　　C軽石を含む黒色土。

V層　　ローム漸移層。

VI層　　ローム層

※II・m・IV層は調査該当地北半部、および東側台地では全く認められない。

酵竃鴫

図版1　鶴谷遺跡群発掘区遠景（西より望む）
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時代別遺構の概要は以下のとおりである。

縄文時代：表面採集では、縄文時代前期と比定される土器片が発見されたが、遺物を伴う遺構の

　　　　検出はなかった。縄文時代のピット、JP（遺構全体図参照〉は、0。8m×1．7m、深さ

　　　　1，1mの矩形で軽石を含まず、炭化粒を含む、暗褐色土を埋土とする。

古墳時代：発掘区南部より、11戸の竪穴住居跡、及びピット1が検出された。

奈良・平安時代：発掘区北部より、16戸、南部より12戸、合計28戸、2群の竪穴住居跡が検出さ

　　　　れた。南部の住居跡群は、吏に西側に続くことが、試掘調査によって確かめられている。

　　　　溝は1，2ともにごく浅く（深さ2cm～4cm）埋土層上部には、部分的にB軽石を混

　　　　入している。溝一2はおおよそ直角に折れ、宜τ4～H－12を囲む様に存在する。曲点

　　　　の所が最高レベル（99．23m）を示し南東方向（終末地点のレベル98．92m）および南

　　　　西方向（99．04m）へ延びる。この溝は住居跡群にとって何らかの意味を想像させる。

　　　　大ピットはH－7と重複する地層断面の観察により、大ピットの方がH－7より新し

　　　　　いことがわかる。遺構確認面で2．1m×2．9mの惰円形と、それに付属してO．9m×1．6

　　　　、mの不整形の傾斜面を持つプランである。深さ1mのところで湧水が激しく底部につ

　　　　　いては不明である。井戸は2つとも発掘区北部より検出した。井戸一1は、住居跡群

　　　　　中、井戸2は住居跡群より南方向で浅い谷を挾んだ反対側約30mに位置する。

以上のように本遺跡地の発掘調査は、堅穴住居跡が主な遺構であった。以下検出した住居跡H－

1～H－39について、表にまとめる。

　住居跡資料一覧表

住居
番号

　規模⑯
（長壁×短壁） 床面積㈲

走向（長　　壁）

　　（カマド壁） カ　マ　ド 周　溝 柱穴 備　　　　　考

1 4．9×3。3 16．17 N－29。一E 東壁南寄り な　し なし 貯蔵穴有、貼床構成、
住居内ピット2有

2 4．5×3，0 13．50 N－20。一E 東壁南寄り
あ　　り
（4壁〉 なし 貯蔵穴有、カマド片袖石使用

3 3．7×2，7 9．99 N－33。一E 東壁南寄り な　し なし

4 4．2×3．2 13．44 N－26。一E 東壁南寄り な　し なし 貯蔵穴有
南北壁より東西壁の方が長い

5 5．1×4．0 20．4 N－14。一E 東壁南寄り ？部あり なし 　篭貯蔵穴有、住居内ピット1有

6 4．2×3．6 15．12 N－10。一E 東壁南寄り 一部あり なし 住居内ピット1有

7 4．8×3，7 17．76 N－39。一E 東壁中央 不　明 不明 大ピットと重複

8 4。0×3．1 12．40 N－130－E 東壁南寄り 一部あり なし 住居内ピット1有
カマド袖石使用

9 5．5×5．0 27．50 N－27。一E 東壁南寄り な　し なし 南北壁より東西壁の方が長い

10 5．1×3．9 19．89 N－16。一E 東壁南寄り な　し なし

11 4．8×3，5 16．80 N－23。一E 東壁南寄り な　し なし 貯蔵穴有、住居内ピット1有

12 3，8×3．1 11．78 N－15。一E 東壁南寄ワ な　し なし

13 4．9×4．4 21．56 N－180－E
東壁中央（旧）

東壁南寄り噺）
あ　　り

（4壁）
なし 貯蔵穴有2、カマド2有

住居内ピット1有
14 3。7×3．1 11．47 N－23。二E 東壁中央 な　し なし

15 3．5×3．3 11．50 N－go一宜 東壁中央 な　し なし

16 3．4×3．0 10．20 N 東壁中央 な　し なし 貯蔵穴有、住居内ピット1有
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住居
番号

　規　模＠
（長壁×短壁） 床面積⑯ 走向傍マド蜀 カ　マ　ド 周　溝 柱穴 備　　　　　考

17 4。3×2．8 12．04 N－24。一E 東壁中央 な　し なし 南北壁より東西壁の方が良い

18 2．9×2．7 7．83、 　N－240－E な　　し な　し なし 住居内中央に焼土有り

19 3．8×3．3 12．54 N－8。一E 東壁中央寄り な　し なし 貯蔵穴有
住居内4ヶ所焼土有

20 3．3×3．0 9．90 N－12。一E 東壁中央寄り な　し なし 南北壁より東西壁の方が長い

21 5．7×5．6 31．92 N－6。一E 東壁中央 な　し あり
（5柱） 貯蔵穴有、カマド袖土器使用

22 3．2×2．8 8．96 N 東壁南寄り な　し なし 貯蔵穴有
住居跡南1。5m焼土

23 5．2×4．5 23．40 N－570－E な　　し
あ　　り

（4壁）
あり

（4柱）
火災住居跡、住居内中央焼土
炭化物多量に出土

24 4．7×4。4 20．68 N－18。一W 東壁中央寄り な　し あり
（4柱〉 貯蔵穴有

25 4．6×4．2 19．32 N－44。一W 東壁中央 な　し あり
（4柱） 貯蔵穴有

26 4．5×4．4
5．4×5．7

19．80
30．78 ．N－80－W 東壁中央 な　し あり

（4柱） 拡張住居跡、貯蔵穴有

27 3，乙＝5×3．6 12．6 N－43。一W 東壁中央 な　し あり
（4柱） 貯蔵穴有

28 5．8×5．8 33．64 N－21。一W な　　し な　し ．あり
（4柱） 貯蔵穴有

29 4．5×4，3 19．35 N－58。一E 東壁中央 な　し あり
（3＋1？） 貯蔵穴有

30 3．2×2．6 8．32 N－22。一E 東壁南寄り な　し なし 貯蔵穴有

31 4．0×3．8 15．20 N－28。一W 東壁中央 な　し なし 貯蔵穴有、カマド袖土器使用
支脚に土器使用F

32 3．6×3．2 11．52 W－27。一S 北壁中央 な　し なし 貯蔵穴有
カマド片袖に石使用

33 4．2×3．2 13．44 N－7。一E 東壁中央 な　し あり
（4柱） 貯蔵穴有

34 3．1×2．6 8．06 N－27。一E 不　　明 な　し なし 貯蔵穴有

35 5．7×5．6 31．92 W－360－S 北壁中央 な　し あり
（4柱〉 、貯蔵穴有

36 3．6×3．2 11．52 N－5。一E 東壁南寄り な　し なし 貯蔵穴有
H－37と重複、H－36（新）

37 4．5×4。4 19．80 N－340－W 東壁中央 な　し なし H－36と重複、H－37（旧）

38 2．8×2．0 5．60 N－24。一W 東壁南隅 な　し なし

39 3．0×2．6 7．80 E－120－W 北壁東隅 な　し なし 床面より規模推定

　ロー1～H－16は、発掘区北部で、H－17～H－39は発掘区南部で検出された。ピットば合計7

であった1ピット個々についての資料は、以下表のとおりである。ピ・ソトの性格等についぞは、判

然としていないが、P－4は、H－22の南1．5mに位置し焼け込みが見られ、住居跡との関係が考えられ

る。P－5～P－7も著しい焼け込みが見られ、住居跡群にとって何らかの役割が想定されよう。

　ピット資料一覧表

P一番号 平面形 規　　模 深さ（確認面より 備　　　　　　　　　　　　考

P－1
『
楕
円
形 2．2m×1．6m 23cm 埋土にC軽石、F系軽石を含む

P－2 矩’形 2．9m×1．7m 10cm～43cm 〃

P－3 不整形 2。7m×2．2m 10cm～46cm 〃

P－4
一
楕
円
形 1．8m×1．Om 10cm ローム漸移層の焼け込みが著しい

P－5 不整形 1．2m×0．8m 90cm 埋土上部の焼け込みが著しい。古墳時代の土師器3個体分出土

P－6
『
楕
円 形 1．Om×0．5m 25cm ピット内焼け込みが著しい

P－7
一
楕
円
形 0．7m×O．4m 25cm ピット内焼け込みが著しい。壁に石あり（6cm×18cm）
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遺構全体図
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H－2④
〈二》・

溝一2

OJP

　　　＠・

σH－5
，H－4⑥
　　　H－6轡㊥井声．、

ぐ》’

H－11

　　　　　Hr13　　　　　め

　　◇

H－14

L．．＿．．＿一

H－12

、＼　　恥＼　　　ロロ　じじ　
　　　　　　1
　　　　　　き　　　　　　1
　　　　　　3

◎井戸一2

「＼

＼
、

＼

。　1。　・2。　3。m　H一＊古墳時代

　．一＿．一＿一甲ノー

＼
＼
1＼

H一＊奈良・平安時回

＼

／
’

／

．／・・一一／一へ・

＼
、

，⑪P－1
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H＿1g　H－20　　＼、P

　　　　　Hr26＼
　　　　　硲H覗＼・

　　　　　　ぐラ　＼
　　　　OH＿25　　＼

酋
、
懸
翻

　　　　　　　　　　　　　　・＼）ノ
（2）検出遺構

本遺跡地の発掘調査で検出した遺構は、竪穴住居跡39、ピット8、井戸2、P

溝2、大ピット1で総遺構数52である。時代別には下表のように分類される。

　　　　遺時代別 竪穴住居跡 ピット 井戸 溝 その他 総　数

縄　文　時　代 0 1（JP） 0 d　・ 0 1
古　墳　時　代 11 1 0 0 O 12

奈良・平安時代 28 O 2 2 0 32

不　　　明 0 6 0 0 1（大ピット） 7
合　　　計 39 7十1 2 2 1 52

挿図4



H－1号住居跡

e

b
C

g　a　d

霧

川

9

f

　　　　　　　　02

　　　　　　　　　　多　　　　命3
　　　　　　　　久甥

　　　　　　　　ぜン

a：暗褐色土層（焼土粒含む、粘性有、B軽石含む）

b：黒色土層（B軽石含む）

c：黒色土層

d：暗褐色土層（粘性有）

e：褐色土層

f：暗褐色土層

g：赤褐色土層（焼土ブロッ久ロームブロック含む）

1号住居跡
。床面は非常に固くしまり貼床構成（焼土を含む

黒色土）がみられる。

・Pi　t－1より土師器片出土

H－2号住居跡

a

b

碁

d

8’　ノb
　　廿／L
OO　　　　e

！1

O

麟

　　　　　　　　　　　　漢、轟

　　　　　　　　　　　Ol

滴

　，6

　⊂）　　①5

G＿
　　4

s
⑭

1 2m

a：黒色土層（ローム粒少量混入）

b：暗褐色土層（ローム粒多量混入、C軽石、F系軽石含む）

b’：b層に比較してロームの混入がより多い

c：黒色土層（ローム粒多量混入、C軽石、F系軽石含む）

d：黒褐色土層（ローム粒多量混入、C軽石、F系軽石含む）

e：黒色土層（ローム粒混入、C軽石、F系軽石含む）

f：褐色土層（ロームに黒色土混入、C軽石、F系軽石含む）

g：暗褐色土層（黒色土にローム粒、焼土粒混入

　　　　　　　　　　　　　C軽石、F系軽石含む）
h：灰褐色土層（ローム粒、ロームブロック混入、

　　　　　　　　　炭化物少量混入、C軽石、F系軽石含む）

i：黒褐色土層

　　（焼土ブロック、焼土粒混入、炭化物少量混入

　　　　　　　　　C軽石、F系軽石含む）

2号住居跡
。北壁にある凸型遺構の性格は不明。

住居跡との時間的前後関係も明確ではないが、

地層断面の点線は住居壁と思われる。

挿図5
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H－13号住居跡

へ

　　の
d㍑
　　　綿
C　　　　σ》

　　　o

b

a

　　b’

交／

一ザ『

　　　u

f

ノ、

　　》
　　　11

d　　O。

〆　8
C

o
＞

b
a

H－21号住居跡

　　　　　　（一）

　　　　　　厄

　　　　　　oo
　　　　　　し　　　　　　㊤　　　　　　o

罵

ゆ

　　＞t→

c　l蕊

　　　8

1◎

9

9

灘醜

8
、
焼

　　土’⑦）
　10　腕

u

購・土1

鍔
で7

ゆ

＞

a：黒色土層（C軽石、F系軽石含む）

b：黒褐色土層（C軽石、F系軽石含む）

b’：b層に焼土粒少量混入

c：黒褐色土層（C軽石、F系軽石含む）

　　　　下層にローム、ブロック混入）

d：暗褐色土層（C軽石、F系軽石含む）

　　　　　　　　　　　ローム粒混入），

e：褐色土層（ロームと黒色土との混土）

f：黒色土層（焼土、炭化物含む）

イ：赤褐色土層（焼土粒、ローム粒混入）

ロ：赤褐色土層（焼土ブロック多量に混入）

ハ：黒色土層（焼土ブロック混入）

二：黒色土層（炭化物含む）

オ：暗褐色土層（ローム粒、焼土粒含む、

　　　　　　　　C軽石、F系軽石含む）

へ：灰褐色土層（粒性有）

13号住居跡

。カマド2基付属

　地層断面より北カマド（旧）→南カマド（新）

嬬
C

　　　　　d

総l
　　　u

b

a

◎

⑨

17の

・石

　組

へ◎

　　　　　　　㊥

　　　　　0

1U
ゆ　　　0　　　　1　　　　2m　国

◎

倫

15

16　馬

o

、a：黒色土層（C軽石、F系軽石含む）

b：黒褐色土層（ローム粒含む

　　　　　　　　C軽石、F系軽石含む）

c：黒色土層（C軽石、F系軽石含む）

d：黒色土とローム粒の混土層

21号住居跡

・カマドに土器使用

。柱穴〈4＋（4）＋1＞

。住居跡内石組あり

挿図6
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H－23号住居跡

＠

　縄轟ガ，』論’・甲鳩漁　、露．ゴ聯’『

周溝

、～
θ

◎22

　20分』
21

◎1，、

a：黒色土層

b：黒色土層（C軽石含む）

c：暗褐色土層（ローム粒、焼土、炭化物含む）

d：c層より、ローム粒多量に混入

e＝c層より、炭化物多量に混入

f：暗褐色土層（ローム粒と黒色土との混土）

23号住居跡
。火災住居跡（床面より多量の炭化木出土）

。床面中央より北寄1りの石（S）は、表面が薄く

　剥離（火災による加熟か？）している、周

　囲は凹に落ち込んでいるが焼跡はない。

L＝97．20
a b

f C e f

H－26号住居跡

露28

27

ゆ

鋳

肉
26
　　　　　◎

謬蛎
30

d

b’c

e

　　イ．．

　イ
　　　ロa

翻

29

◎

b

oゆ
霧　cム1

不
明

d7

d

e

a：黒色土層（砂質）

b：黒褐色土層（少量の焼土含む）

b〆：b層より淡色

c：黒色土層（少量の焼土含む）

d：黒色土とロームブロッタの混土

d’：d層より黒色土多量

e：漆黒土
f：黒色土、褐色土と、ロームブロック

　　との混土層

イ：黒褐色土（褐色土ブロック混入）

イ’：イ層より淡色

ロ：黒褐色土と褐色土の混土層

26号住居跡

。拡張住居跡

　新・旧住居のカマド跡は

　重複・新カマドは旧カマ

　ドを取り壊して造られる。

0 1 2m

挿図7
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H－28号住居跡

ご36

＠35

㊤

38⑩

／

　　　　ツ
　　　34　39

　　◎33
㊥37

◎

⑩

a：黒色土層

b：黒色土層（褐色土、灰くF系か？＞

　　　　　　　　　　軽石多量に含むジ

c：褐色土層（ローム粒、C軽石、

　　　　　　　　　　　炭水化物含む）’

d：褐色土層（ローム粒含む）

e：黒褐色土層

28号住居跡

。カマドおよび炉跡等なし

L＝97．10

d
a一b C

e

H－31号住居跡

0 1 2m

／

944

　　40
41　くD

　45
　　窪7◎：42も

　蝿
　孚46r

　　43

の

◎

煙
道
口

a：黒褐色土層（C軽石多量に含む）

b：黒色土層（粘性有、C軽石含む）

c：褐色土層（粘性有、焼土粒含む）

d：黒色土層（褐色土混入）

e：暗褐色土層（漆黒土混入）

f：黒褐色土層（暗褐色土混天）

31号住居跡

。カマド袖部分に土器使用

　支脚に土器使用

Lニ96。70

C

e

も

f　　b
a

e・
C　　＿

　　d、　　　一
　　　　挿図8
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H－32号住居跡

。駄

50 騰

8
φ

！1

　　f
　　ご

　　e・

c心

a
　
l

l

b
d

a：黒色土層（C軽石、F系軽石含む）

b：黒褐色土層（ロームブロック混入、

　　　　　　　　C軽石、F系軽石含む）

c：暗褐色土層（ローム粒、ロームブロッタ

　　　　　　　　混入、C軽石、F軽石含む）

c’：c層に焼土粒含む

d：黒褐色土層（C軽石、F系軽石含む）

e：黒褐色土層（焼土粒混入、C軽石、

　　　　　　　　　　　　　　F系軽石含む）

f：赤褐色土（焼土粒多量に含む）

g：ローム漸移層（黒色土混入）

32号住居跡

。カマド両袖部分に石使用

H－35号住居跡

墜
　　　56q
55

①
ρ

054＞
o

　　　　焼
　　　　土

◎

魑 ◎

a：褐色土層（ローム粒混入

　　　　　　　F系軽石含む）

b：褐色土層（ローム粒、焼土粒混入、

　　　　　　　F系軽石含頓

c：褐色土層（黒色土部分的に混入、

　　　　　　F系軽石含む）
d：赤褐色土層（焼土粒多量に混入、

　　　　　　　　F系軽石含む）

e：赤色（焼土、ブロック、灰混入）

f：黒色土層（ローム粒混入〉

Lニ96．70
b a

e
d C

0 1 2m

溝
　　　f

捧函9
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井戸一1

疫　了　罫

弐

井一

O

Lニ97．80
a

b

1

陽・、鋤
　　笏　湧水心

2m

f§

L＝98．80

a～b、

髪．輸懸

a：黒色土層（砂質）

b：暗褐色土層（白色粘土をブロック状に含む）

c：黒褐色土層（砂質をおびる）

d：黒褐色土層（ローム混入）

e：褐色土層（黒色土混入）

f：黄褐色土層

g：黒褐色土層（褐色土と黒色土の混土）

a：黒色土層（多量のB軽石を含む）

b：B軽石の純層（紫灰確認）

c：黒色土層（C軽石を含む）

d：暗褐色土層

e：暗褐色土層（ローム粒混入）

f：褐色土層（黒色土とローム粒との混土）

g：褐色土層（f層より多量の黒土混入）

挿図10

　前掲図面は、住居跡39軒のうち主なもの10軒と井戸跡2についての平面図及び地層断面図である。

39軒については時代差、平面プランの相異、カマドの形態、貯蔵穴、柱穴の有無等様々に分類され

るが、遺構、出土遺物について総合的に検討をした結果、本遺跡地での特徴的な住居跡として以下

の理由により10軒の例を選別した。

　北部の一群H－1～H－16は、奈良・平安時代に属すると思われる土器を伴出する住居跡が集中

し、比較的小規模の矩形平面プランを持つ。南北軸に長壁を持ち南東方向に面し、カマドは東壁南

寄り或いは東壁中央付近に位置する。周溝、柱穴等は無レY例が多い。H－1は貼床構成を持ち住居

内にピットを有する。H－2は周溝を四壁に持ち、カマド袖部分（片）に石の使用がみられる。H－

13はカマドが作り変えられている。

　南部の一群H－17～H－39では奈良・平安時代に加えて古墳時代住居跡を検出した。特別な住居

跡として、火災住居跡、H－23と、四壁を全体に拡張増築したとみられるH－26を掲げた。古墳時

代住居跡では柱穴の伴う例が多く（全体平面図参照）H－21では、主柱穴と考えられるピット5（4＋

1〈中央＞）と、支柱穴4を検出した。H－28は、本遺跡で検出した最大規模の住居跡である。正方形

プランを持ち、カマドはなく、柱穴（4）を有する。またH－35の平面プランは、H－28に似るが北壁

中央にカマドを持つ。H－31のカマドは、袖部分に土器の使用及び支脚として、高圷の脚の利用が

みられる。H－32は、比較的小規模で北壁中央にカマドを持ち袖部分には、石の使用が見られる。
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3．出土遺物

　検出した竪穴住居跡のうち、前項で取り上げた10軒から出土した遺物、及び、それ以外の住居

跡から出土した主な遺物は、下表のとおりである。

出土遺物観察一覧表

1号住居跡
遺物番号 器　種 法量oの 技　　　　　　法　　　　　　等 胎　　土 備　　考

挿図11－1 須恵器

・土不

器高3．7

口径13．4

底径7．5

外面、横なで整形、ロクロ使用、

底部、外面、回転を利用したヘラ切り

砂粒、小石粒

含有

灰青色

焼成良好

挿図11－2

図版5－1

須恵器

・椀

器高5．9

口径14．5

底径7．5

内外面とも横なで整形

底部外面に墨書「企」の字有り

砂粒、小石粒

含有

灰黒色

焼成普通

挿図11－3

図版5－2

土師器

・甕
長さ19．5

口縁部内外面横なで整形

体部外面斜方向ヘラなで整形
砂粒含有

赤褐色

’焼成普通

遺物番号　種類法量岡 備 考

図版5－3刀子　長さ14．0鉄　製

2号住居跡
遺物番号 器　種 法量o幻 技　　　　　　法　　　　　　等 胎　　土 備　　考

挿図11－4

図版5－4

土師器・

杯

器高3．5

口径13．3

内外面とも横なで整形

底部、不定方向のヘラ削り整形、外面に墨書「大」の字有り
砂粒含有

赤褐色

焼成良好

挿図11－5

図版5－5

須恵器・

高台付椀

器高4．0

口径12．0

底径7．5

内外面とも横なで整形

底部外面に回転糸切り痕を残す
砂粒含有

灰色

焼成良好

遺物番号　種類法量㈲ 備 考

挿図11－6
　　　鉄図版5－6 斧長さ13，3鉄　製

9号住居跡
遺物番号 器　種 法量o的 技　　　　　　法　　　　　　等 胎　　土 備　　考

挿図11－7

図版5－7

須恵器・

高台付椀

器高4．3

口径10．8

底径8．2

内外面とも横なで整形、ロクロ使用

底部外面、回転を利用したヘラ切り痕有り
砂粒含有

灰白色

焼成良好

13号住居跡

遺物番号 器　種 法量oの 技　　　　　　法　　　　　　等 胎　　土 備　　考

挿図11－8

図版5－8

土師器

・甕

器高37．6

口径24．8

底径6．3

口縁部、内外面とも横なで整形

体部、外面、不定方向のヘラ削り整形

体部、内面は手によるなで整形

砂粒含有

褐色（側面部

分的にこげ有

り）焼成普通

挿図11－9

図版5－9

土師器

・杯

器高3．8

口径13．5

口縁部、内外面とも横なで整形、ロタロ使用

底部、内面は手によるなで整形、外面はヘラ削り整形

砂粒、小石粒

含有

褐色

焼成良好

挿図11－10

図版5－10

土師器

・高圷

脚口唇部

径　10．7
内外面とも横なで整形、ロクロ使用 砂粒含有

褐色焼成良好

脚底部のみ残

遺物番号　種類法量ω 備 考

図版5－11刀　子長さ21．0鉄　製
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18号住居跡
遺物番号 器　種 法量岡 技　　　　　　法　　　　　　等 胎　　土 備　　考

挿図11－11

図版5－12
土師器・
当
里

器高23．2

口径16．7

底径7．3

口縁部、内外面とも横なで整形

体部外面、不定方向のヘラ削り整形

底部、ヘラ削り整形、体部の中ほどにへこみをもって成形

砂粒、小石粒

含有

褐色（体部に

黒色有り）

焼成良好

　　　　　　　器高16．2
挿図12－12　土師器・
　　　　　　　口径12．0
図版5－13壺
　　　　　　　底径6．5

口縁部、内外面横なで整形

体部外面、上半横方向ヘラ削り整形、下半、斜方向ヘラ削

り整形、底部ヘラ削り整形

砂粒、小石粒

若干含有

赤褐色

焼成良好

21号住居跡
遺物番号 器　種 法量⑳ 技　　　　　　法　　　　　　等 胎　　土 備　　考

挿図12－13

図版5－14

土師器・
土不

器高4．8

口径13，2

口縁部、内外面とも横なで整形、ロクロ使用

底部、外面不定方向のヘラ削り整形
砂粒含有

黒褐色

焼成良好

挿図12－14

図版5－15

土師器・

杯

器高3，9

口径12，4

口縁部、・内外面とも横なで整形、ロタロ使用

底部外面、不定方向のヘラ削り整形

砂粒、小石粒

含有

黒色

焼成良好

挿図12－15

図版5－16

土師器・

甕 口径20．6
口縁部、内外面とも横なで整形、ロクロ使用

体部外面、　縦方向のヘラ削り整形
砂粒含有

褐色（部分的に

赤味、黒味をお

びる）焼成普通

挿図12－16

図版6－17

土師器・

甕
口径17．5

口縁部、内外面横なで整形

体部外面縦方向のヘラ削り整形

砂粒、小石粒

含有

褐色

焼成普通

挿図12－17

図版6－18

土師器・

高圷

杯部底外面、斜方向ヘラ削り整形

脚部外面縦方向のヘラ削り整形、内面に輪積みの痕跡有り
砂粒含有

褐色

焼成良好

挿図12－18

図版6－19

土師器・

椀

器高5．1

口径12，6

底径5．7

口縁部外面横なで整形、内面ヘラによる整形

体部外面、横方向ヘラ削り整形

底部外面、ヘラ削り整形

砂粒、小石粒

含有

褐色（底部に

少しこげ有り

焼成良好

23号住居跡
遺物番号 器　種 法量oの 技　　　　　　法　　　　　　等 胎　　土 備　　考

挿図12－19

図版6－20
土師器・

椀

器高4．5

口径10．7

庭径5．3

外面なで整形、下部縦方向に櫛目調整
砂粒含有 淡褐色、部分的

に黒味をおびる

焼成普通

挿図12－20

図版6－21
土師器・

甕

器高12、2

口径12．6

底径4．6

口縁部、横なで整形

体部外面斜方向に櫛目調整

内面横なで整形

砂粒含有 淡褐色、部分的

に黒味をおびる

焼成普通

挿図12－21

図版6－22

土師器・

士
里

器高20．5

口径10．0

底径5．4

口縁部、横なで整形

体部外面、上半横なで整形

下半縦方向ヘラなで整形

砂粒、小石粒

含有

淡褐色、部分的

に黒味をおびる

焼成良好

挿図12－22

図版6－23

土師器・

鉢

器高10．1

口径26．2

底径9．3

口縁部、横なで整形

体部外面ヘラ整形

砂粒、小石粒

含有

淡褐色、部分的

に黒味をおびる

燐成不良

25号住居跡
遺物番号 種　類 法量oの 備　　　　　　　　　　　　考

挿図12－23

図版6－24
刀　　子 長さ11．2

鉄　　製

柄の一部と思われる木片附着

26号住居跡
遺物番号 器　種 法量勧 技　　　　　　法　　　　　　等 胎　　土 備　　考

挿図12r24
図版6－25

土師器・

堆

器高6．5

口径8．0

口縁部、内外面横なで整形、体部内面ヘラ整形

体部外面、上半縦方向、下半横方向ヘラ削り整形

砂粒含有 褐色

焼成普通

　　　ビ挿図12－25

図版6－26

土師器・

圷

器高3．3

口径11．9

底径12．3

口縁部外面及び内面全体横なで整形、ロクロ使用

底部外面不定方向のヘラ削り整形

砂粒、小石粒

含有

淡褐色

底部一部黒色

焼成良好

挿図12－26

図版6－27

土師器・

高堺
口径19．3

」不部、内外面、横方向なで整形

外面下部櫛目調整

砂粒、小石粒

含有

褐色焼成良好

杯部のみ残
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遺物番号 器　種 法量ω 技　　　　　　法　　　　　　等 胎　　土 備　　考

挿図12－27

図版6－28

土師器・

圷

器高4．6

口径13．9

底径10．8

口縁部内外面、横なで整形、ロクロ使用

底部外面、不定方向のヘラ削り整形
砂粒含有’

淡褐色

底部一部黒色

焼成良好

挿図12－28

図版6－29

土師器・

圷

器高3．7

ロ径12．0

口縁部横なで整形

底部、内外面ともに凹部分が多く、荒れている。

砂粒、小石粒

含有

淡褐色

焼成普良

挿図12－29

図版6－30
土師器・

甕

器高25．5

口径18。O

底径7．2

口縁部内外面横なで整形、ロクロ使用

体部外面縦方向のヘラ削り整形、輪積み成形 砂粒含有

赤褐色

焼成普通

挿図13－30

図版6－31

土師器・

甕
口径22．0

口縁部内外面とも横なで整形

体部外面は縦方向のヘラ削り整形

砂粒、小石粒

含有

淡褐色

焼成普通

挿図13－31

図版6－32

土師器・

甕

器高30．5．

口径19．7

口縁部、内外面とも横なで整形。体部外面斜方向のヘラ削

り整形、輪積み成形、体部内面に成形痕残存

砂粒、小石粒

含有

褐色

焼成普通

27号住居跡
遺物番号 器　種 法量o的 技　　　　　　法　　　　　　等 胎　　土 備　　考

挿図13－32

図版7－33

土師器・

鉢

器高8．5

口径20，0

口縁部、内外面横なで整形

底部外面、不定方向ヘラ削り整形、内面ヘラ整形

砂粒、小石粒

含有

淡褐色

焼成良好

28号住居跡

遺物番号 器　種 法量ω 技　　　　　　法　　　　　　等 胎　　土 備　　考

挿図13－33

図版7－34

土師器・

椀

器高6．7

口径12。0

底径4．O

口縁部、内外面とも横なで整形

体部、底部、内外面ともヘラによる整形

砂粒、小石粒

含有

赤褐色

焼成普通

挿図13－34

図版7－35

土師器・

高杯

器高11．3

口径13．7

脚唇部径1L2

杯部、内外面とも横なで整形、ロクロ使用

脚部内面に巻上げの痕跡有り
砂粒含有

赤褐色

焼成良好

挿図13－35

図版7－36

土師器・

高圷

脚口唇部

径　14．2

脚部外面、縦方向ヘラ削り整形

下部横なで整形、ロクロ使用
砂粒含有

褐色

焼成良好

挿図13－36

図版7－37

土師器・

圷

器高5．3

口径18．5

底径4．O

口縁部横なで整形、底部内面にヘラ痕跡有り

口縁部から体部にかけて斜方向にはけ目調整
砂粒含有

褐色

焼成良好

挿図13－37

図版7－38

土師器・

高杯

器高16．5

口径18．5
脚口唇部径13，3

圷部、脚部とも横なで整形、ロクロ使用

圷部内面、縦方向のヘラ整形
砂粒含有

褐色

焼成良好

挿図13－38

図版7－39

土師器・

高堺
口径19．7

口縁部内外面とも横なで整形、ロクロ使用

杯底部外面ヘラなで整形
砂粒含有

褐色（内面黒
．色をおびる）

杯部のみ残

挿図13－39

図版7－40

土師器・

甕

器高18．2

口徒13．0

底径6．5

口縁部、内、外面横なで整形

体部外面、斜方向のヘラ削り整形

内面は縦方向にヘラなでの痕跡有り

砂粒含有

褐色、下部黒

味おびる

焼成良好

遺物番号　種類法量O司 備 考

挿図15－57

図版7－41
　　　　　　　・緑色
勾　玉長さ1．4
　　　　　　　・碧玉製

・径1．5mmの孔が一つ有る

・よく研磨されている

31号住居跡

遺物番号 器　種 法量岡 技　　　　　　法　　　　　　等 胎 土 備　　考

挿図工3－40

図版7－42

土師器・

甑

器高11．7

口径18．O

底径5，3

口縁部、内外面横なで整形

体部外面縦方向ヘラなで整形、内面にヘラ痕跡有り

底部に穴一っ（径2，2cm）

砂粒含有
淡褐色

焼成良好

挿図13－41

図版7－43

土師器・

短頸壷

器高9，8

口径11．0

口縁部、内外面横なで整形、体部横なで整形

底部ヘラなで整形
砂粒含有

褐色

焼成良好

挿図13－42

図版7－44

土師器・

高杯
口径20．6

杯、口縁部内外面横なで整形、ロクロ使用

脚部、縦方向ヘラ削り整形
砂粒含有

褐色

焼成良好

一17一



挿図13－43

図版7－45

土師器・

堺

器高4．2

ロ径13．3

口縁部、内外面横なで整形、ロタロ使用

底部外面、不定方向ヘラ削り整形

砂粒、小石粒

少し含有

黒色

焼成普通

挿図13－44

図版7－46

土師器・
土不

器高4．6

ロ径12．0

口縁部内外面横なで整形

底部外面不定方向ヘラ削り整形、内面横なで整形
砂粒含有

赤褐色

焼成普通

挿図14－45

図版8－47

土師器・

。甕
口径19。8

口縁部、内外面とも横なで整形、ロクロ使用

体部内面横なで整形、外面縦方向ヘラ削り整形

砂粒、小石粒

少し含有

淡褐色

焼成良好

挿図14－46

図版8－48

土師器・

甕
口径20．1

口縁部、内外面とも横なで整形、ロクロ使用

体部内面横はで整形、外面縦方向ヘラ削り整形

砂粒、小石粒

含有

淡褐色

焼成良好

挿図14－47

図版8－49

土師器・

杯

器高5。3

口径13．0

口縁部、底部ともに、ていねいななで整形
砂粒含有

褐色

焼成良好

32号住居跡

遺物番号 器　種 法量o㊨ 技　　　　　　法　　　　　　等 胎　　土 備　　考

挿図14－48

図版8－50

土師器・

台付甕
底径9．4

外面にヘラ先きによる斜模様有り

内面下端部内折、指によるなで整形、指紋残
砂粒含有

褐色、黒味を帯

びる、焼成良存

台のみ残

挿図14－49

図版8－51

土師器・

甕

器高13．3

口径11．0

底径8．3

体部外面、縦方向のヘラ削り整形

内面ヘラ跡有り、口唇部横なで整形

底部外面に、ヘラ先きによるY型模様有り

砂粒含有

淡褐色

底部黒色

焼成良好

挿図14－50

図版8－52

土師器・

甕

器高35．4

口径22．8

底径4，0

口縁部横なで整形、ロクロ使用

体部外面縦方向ヘラ削り整形

砂粒、小石粒

含有

淡褐色、黒味

をおびる

焼成普通

挿図14－51

図版8－53

土師器・

甑

器高9．4

口径18．4

底径8．2

口唇部内外面とも横なで整形、体部外面不定方向ヘラなで

整形、輪積み成形、底部に五つの小孔有り、底外部に二つ

の小孔を作ろうとした痕有り

砂粒含有
褐色

焼成良好

33号住居跡

遺物番号 器　種 法量岡 技　　　　　　法　　　　　　等 胎　　土 備　　考

挿図14－52

図版8－54

須恵器・

蓋

器高3．9

つまみ径3．8

口径16．5

内外面横なで整形

ロクロ使用
砂粒含有

灰色

焼成良好

挿図14－53

図版8－55

須恵器・

蓋

器高3．8
つまみ径1L8

口径18．8

内外面横なで整形

・クロ使用
砂粒含有

灰色

焼成良好

35号住居跡

遺物番号 器　種 法量⑳ 技　　　　　　法　　　　　　等 胎　　土 備　　考

挿図14－54

図版ε一56

土師器・

杯

器高5．2

口径12，0

口縁部、内外面横なで整形

体部外面不定方向ヘラ削『）整形

砂粒、小石粒

含有

黒褐色

焼成不良

挿図14r55
　　　［
図版8－57

．土師器・

堺

器高4．4

口径14．5

口縁部、内外面横なで整形

体部外面一定方向ヘラ削り整形
砂粒含有

黒色

焼成不良

挿図14－56

図版8－58

須恵器・

高杯

器高20．0

口径13．3
脚口唇部径14．6

杯部分、内外面とも横なで整形、ロクロ使用

脚部、横なで整形、脚部に細長い孔が上下2ヶ、3列に入

っている、杯部やや一方にかたむいている。

砂粒含有
灰黒色

焼成良好

36号住居跡

遺物番号 種　類 法量・勧 備　　　　　　　　　　　　考

挿図15－58

図版8－59

石製模造

品
長さ6．O

暗緑色、滑石製

径3mmの孔が1つ有る

表面採集

遺物番号 種　類 法一量 技　　　　　　法　　　　　　等 胎　　土 備　　考

縄文土器 小・　片 羽状縄文がほどこされている。 砂粒含有
淡褐色

焼成普通

一18一
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　以上が主な出土遺物の観察一覧表およびその実測図である。

　なお、本発掘調査で出土した遺物の全体は、プラスチック製パン箱約30箱分であった。ほとんど

の遺物は堅穴住居跡より出土したものである。ピットー5より土師器3個体分が出土したのみで、

その他のピットおよび溝からの出土遺物は確認されていない。遺物の大半は、土師器・須恵器であ

り、年代的には古墳時代より奈良・平安時代に至るものに比定される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　発掘区北部では、甕・杯の土師器および、杯、高台付の須恵器の出土を多くみた。特殊な遺物と

して、墨書土器2（土師器1、須恵器1）、刀子、鉄斧があげられる。発掘区南部では、・土師器の

出土を主流として、須恵器の伴出する住居跡と、伴わないものとに二分される。土師器種は多岐に

わたり、杯、高珠、椀、壷、甕、鉢、甑等見られる。その他、刀子、勾王（碧玉製）、石製模造品（滑

石製）の出土があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．　1，一鴬野、，韓慶

　各住居跡についての年代の比定は、各遺物、遺構についての更に詳細なる検討を今後必要二とする

が、北部検出住居跡は、おおよ，そ、奈良・平安時代に属する一群のものと思われる。南部の糖群は

南東に面した斜面にあり、更に西に延びる住居跡群の東隅の一部の調査であったが、古墳時代より

奈良・平安時代に至る時期の大住居跡群の存在を推定させる。
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W　まとめ
　調査該当地区全域にわたる試掘調査の結果、東側、および西側台地の南端部分において遺構の存

在が明らかになった。なお、上記試掘調査の結果遺構の存在が推定された地域のうち、本年度該当

地区の発掘調査を実施した。その結果、検出した遺構、遺物をとおして次のような点が明らかにな

った。

　（1）縄文時代の遺物を伴う遺構は検出されなかったが、表面採集では、縄文時代に属する土器片

　　を発見し、その期の生活の跡を推定する資料を得た。

　（2）発掘区南部からは、土師器及び須恵器を伴う堅穴住居跡23戸を検出した。

　　　この住居跡群からは、竈を有しないもの、柱穴のしっかりしたもの、竈の袖が住居内に入り

　　こんで作られているもの、竈の袖に石や土器が使われているもの等の諸形態が見られた。また、

　　遺物としては、奈良、平安時代に比定されるものの他に、古式土師器を伴うものから、古墳時

　代後期に比定される遺物を伴出する住居もあり、碧玉製の勾玉も出土した。

　　　これらのことから、発掘区南部には、古墳時代から奈良・平安時代にかけての集落の存在が

　推定される。

　（3）発掘区北部からは、土師器及び須恵器を伴う堅穴住居跡16戸を検出した。

　　　この住居跡群の遺構は、南部のものと比較して、竈を住居外に造り出していること、・柱穴を

　有するものがないことが特徴として上げられる。また、遺物としては、奈良・平安時期に比定

　　される甕や杯、椀、それに鉄製の斧や刀子が出土した。

　　これらのことから、発掘区北部では、奈良・平安時代の集落の存在が確認された。

　（4）なお、発掘区北部一帯は、南東方向へのなだらかな傾斜地と北東方向へのなだらかな傾斜地

　　が合わさるようにして東の浅い谷へ傾斜している地形である。

　　16戸の住居跡は、すべて南東方向へのなだらかな傾斜地に重複なく検出された。この住居跡

　群の立地する傾斜地は、東の浅い谷に近づくにつれて、床面から水が湧き出すほどの湿地にな

　　っている。16戸のうち2戸（H－5・6号）の住居跡からは、床面のほぼ中央部分にすり鉢状の

　　穴を検出した。これは、住居跡群をとり囲むようにして作られていた溝とともに、今後、地形

　　と居住との関係を考える上で貴重な資料になるを思われる。

（5）その他、生活、生産に関係する井戸・ピットの存在が明らかとなった。

　これらの成果のうち、特に（2）、（3）は、前橋市の歴史の中に、新たに鶴谷遺跡群における古墳時代

及び、奈良・平安時代の集落の存在を加えて、歴史を組み立たせる素材を提供するものと考えられ

る。

　なお、本発掘区南の台地の南端及び谷をへだてた東の台地には、遺物の多量散布に加えて、トレ

ンチによる確認調査によって、遺構の存在も確認されている。このことから、遺物は、谷を挾んだ、

両台地に、大規模な範囲で存在していると推定される。
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図版2

遺跡地中央トレンチ（西より望む）

遺跡地南部トレンチ（谷、西より望む）

4ヒll灘、竪穴酷跡群全景

灘

南部発掘区（手前重複住居跡、H－36，一37）

25一

鰍1～
　（コ尋・

H－i号住居跡（住居内Pi　t有）



図版3

蛸『嚇遡、

1』警∵騨．

　H－26号住居跡カマド（遺物出土状態）

H－13号住居跡（カマド跡2基）

H－21号住居跡（ポールは柱穴跡）

一26一

H－26号住居跡（拡張住居跡）



図版4

H－31号住居跡カマド（袖に土器使用）

　　　　魯　　　　　　［’　　　　　茨．・’還，・

H－31号住居跡

H－31号住居跡カマド（支脚に土器使用ノ

謬i鷺幽
　　　　　懲鞭

井戸跡一1号

欝に

H－32住居跡カマド（袖に石使用）

《嬉〆二
’“『湛・

雛

　　　　井戸跡一2号（地層断面）
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図版5
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図版6
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図版7
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図版8
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